2019 年 8 月に 開催され た 「工事現場 見学 会」 の 様子。 プラット  報 発信に 頑張って いくと 意気込む※ 見学 ツア 

ホームの ごみの 投入 扉 前で、 係員から 説明を 受ける 見学者たち  一は 2020 年 1 月 以降 予約 受付を 開始 予定 


ガラス 越しに 煙突 （内 筒） が 見学で きる。 焼却炉は 2 炉 あり、 煙突 
も それぞれ にある ため、 2 本 ある  焼却炉 室に、 幅 約 22 メートル 
の スクリーンが 設置され た 「天空 シア ター」。 映像で ストーカ 式 焼却炉 
のしく みな どを 学べる  渡り廊下の 一部では、 ブラック ライ トで 浮 
かび あがる 幻想 的な アー ト も 楽しめる 

information 

資源 循環 センター r リサイクルの 森』 

住所 桑 名 市 多 度 町 力 尾 字 沢地 4028 
電話 0594-31-8880 
https://www.kwes-ebara.com 


可燃 ごみ 焼却 施設 完成 見学 会 

日時 1 月 26 日 （日） 計 3 回 実施 
(第 1 部 10: 00 〜、 第 2 部 13:00 〜、 第 3 部 15: 00 〜。 各 1 時間 半 程度) 

集合場所 管理 棟 1 階 ロビー 

定員 各部 50 名 （先着順） 小学生 以下は 保護者 同伴 
申込 期間 1 月 6 日 （月）〜 14 日 （火） 17 時 
申込 方法 

代表者の 氏名 • 郵便番号 • 住所 • 連絡先、 参加 人数、 

年齢 （全員）、 希望す る 部 （第 1 〜 3 希望） を 記入のう え、 

桑 名 広域 清掃 事業 組合 （事務局 建設 係） まで。 

Fax  (0594-31-1032) 、 e-mail  (kseisom@city.kuwana.mie.jp) 、 
郵送、 窓口 持参の いずれ かで 申込。 

組合 ホー 厶 ぺージ (http://www.recycle-mori.jp/) から 
申込 用紙が ダウン ロー ド 可能 


問い合わせは こちら！ 

00594 -31-1031 

(桑 名 広域 清掃 事業 組合 事務局 建設 係) 


混ざつ ている。 それらは 手 作業で 
取り除かれ ており、 各 家庭に 配布 
された 『ごみの 出し 方 ハンド ブッ 
ク』 を 見直すな ど、 ごみの 分別に 
気をつけたい。 

ごみと 環境に ついて 
体験しながら 学べる 施設 

ごみ 処理 施設は、 私たちが 清潔 
に 気持ちょ く 暮らす ために 必要 不 
可 欠な 施設 だが、 マィナスな ィメ 
1 ジも つきまとい、 「迷惑 施設」 
ともい われる。 

「リサィクルの 森」 では、 そぅ 
した ィメ ージを 払拭しつつ、 ごみ 
処理 や 3R について 学んだり、 一 
緒に 考えたり して もらえる ょぅ、 
見学 ッァ ー や 体験 学習な どを 実施 
していく。 見学 ツア ー は 約 90 分で、 
専属の コン シェル ジュが 案内 役を 
務める。 マ スコツト キヤ ラク タ— 
「モ フリン-も 登場し、 実際の ご 


み 処理の 様子を 見たり しながら、 
ごみ 処理の しくみな どを わかり や 
すく 解説して くれる。 廃材 アート 
作品 や 展示 パネルの 設置 も ある。 

また、 地域 性を いかした ィ ベン 
卜や 企画 展示を 通じて、 環境に や 
さしく、 ごみを 減らす 暮らしに つ 
いての 周知に 努めてい きたいと い 
ぅ。 ホ ー ムぺ ー ジ では 施設 運営の 
状況 や ィベント 情報、 ごみ 処理 情 
報を 発信す る ほか、 「バ ー チヤ ル 
施設 見学」 や 「キ ッズぺ ー ジ」 な 
ど 楽しく 学べる コンテンツ も 提供 

組合は、 可燃 ごみ 焼却 施設の 建 
設 中、 2 度の 工事現場 見学 会を 開 
催した。 開かれた ごみ 処理 施設と 
して、 建設の 様子を 住民に 公開し、 
いずれも 好評だった。 1 月 26 日に 
は、 完成 見学 会を 開催す る。 この 
機会に 新たな ごみ 処理 施設を 体験 
してみ てはい かが。 


て 可燃 ごみ や 不燃 ごみに 混ぜて し 
まぅ と、 発火して 火災と なる 恐れ 
があります。 スプレ^  — 击 など もガ 
スを 使い切らない まま 可燃 ごみの 
袋に 入れて しまぅ と 火災に つなが 
ります。 ごみ 収集 車が 火災に なっ 
た 例 も あり、 正しい 分別に ご協力 
を お願いいた します」 と 桑 名 広域 
清掃 事業 組合では 呼びかけ ている。 

分別で 間違い やすいのは、 容器 
包装 プラスチック。 製品 や 食品を 
包む プラスチック 製の 容器 包装に 
は 「プ ラマー ク」 の 表示が あり、 
指定の 袋に 分別す る。 この 袋には、 
バケツ や 文 具な ど プラスチック 製 
品を 入れる ことは できない。 容器 
包装で も 汚れた ものは リサィクル 
に 適して おらず、 家庭な どでの 協 
力が 重要 だ。 

また 「リサイクルの 森」 では、 
ペットボトルの 処理は 行って いな 
いが、 毎日 多くの ペットボトルが 


ぅ。 また、 焼却 灰は 民間の 工場に 
運ばれ、 セメント 原料と して lo 
〇 °/0 資源 化する。 

ごみは 850 °c 以上の 高温で 焼 
却し、 ダィ オキ シン 類を 分解。 発 
生す る 有害な 物質を 含む 排 ガスは、 
集 じん 装置な どの 設備に より、 き 
れいに してから 外に 出す。 国 や 県 
で 定められた 基準 値よりも 厳しい 
自主 基準を 設け、 常時 監視す ると 
ともに、 測定 結果 も 公表す る。 

家庭での 分別が 大切 
危険物 混入が 火災の 原因に 

新たな 可燃 ごみ 焼却 施設は、 最 
新の 設備を 備えた 施設で あるが、 
安全な ごみ 処理の ためには、 家庭 
での 正しい 分別が 大切と なる。 

「特に 気をつけて いただきたい 
のが、 リチゥム ィオン 電池。 携帯 
電話な ど 小型 家電の バッ テリー と 
してよ く 使われて いますが、 誤つ 
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新たな 可燃 ごみ 焼却 施設が S 

いよいよ 本 稼働！ 


毎日の よぅに 家庭から 出る 多くの ごみ。 

それらが 集められ、 運び込まれる 先が 桑 名 市 多 度 町 力 尾、 

東 員 町 穴 太に またがつ て 立地す る 「リサイクルの 森」 だ。 

普段、 気に かける ことは ほとんどない ものの、 

私たちの 暮らしに 欠かせない、 ごみ 処理 施設に ついて 紹介し よう。 


焼却 施設が 本 稼働 開始 
新 リサイクルの 森 誕生 

「リサイクルの 森」 とは、 桑 名 
広域 清掃 事業 組合 (構成 市町/桑 
名 市 •いなべ 市 •木 曽岬町 •東 員 
町) が 設置、 管理す る ごみ 処理 施 
設の 愛称を いぅ。 親しみ ある 施設 
にしたい と、 公募に より 名 づけら 
れ た。 主に 3 つの 施設で 構成され 
ており、 安全 •安定 的な ごみの 中 
間 処理を 行つ ている。 

「リサイクル プラザ」 では 不燃 
ごみ、 粗大ごみを 破砕し、 鉄やア 
ルミな どの 資源を 取り出し ている。 
取り出した 資源は リサイクル エ場 
へ 運ばれ、 再 資源 •再生品になる。 

「プラスチック 圧縮 梱包 施設」 


は、 容器 包装 プラスチックを 圧縮 
し、 ブロック 状に 固める 施設で、 
ブロックは リサィクル エ場で 再資 
源 化される。 

そして、 敷地 入口 正面に 建設 さ 
れた新 「可燃 ごみ 焼却 施設」。 本 
稼働は 1 月からで、 可燃 ごみを 安 
全 •安定 的に 焼却 処理す る。 三重 
県主体の尺0卩(固形燃料)発電 
事業の終了に伴い、従来の只0? 
化 施設に 変わり 建設され た。 

余熱 利用に よる 発電と 
灰の 100% 資源 化 

新 焼却 施設 建設に あたり、 桑 名 
広域 清掃 事業 組合では 「安全 •安 
心で 信頼され る 施設」 「地球 環境 
に 配慮した 施設」 「未 利用 エネ ル 


ギ ー の 有効 活用」 「経済性に 優れ 
た 施設」 「地域に 親しまれる 施設」 
の 5 つの 基本 方針を 打ち出した。 
整備 運営 事業 代表 企業で ある 荏 原 
環境 プラント 株式会社は、 これら 
を 踏まえた 提案を 行い、 選定され 
た。 

同社が 提案 
し 設計 •施 
エ した 焼却 
施設は、 長 
期に わたり、 安全で 安 
定的 なごみ 処理が 可能。 焼却炉は 
2 炉建設 され、 1 日に 174 トン 
(1 炉 87 トン) の ごみを 処理で き 
る。 ごみを 燃やす ときの 廃熱は、 
発電に 利用す る。 電気は 施設で 使 
用す る ほか、 余剰 電力は 売 電を行 


